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１．はじめに

　当研究室では、5年前から名古屋市南部地区を対象とし、表層土壌の重金属汚染を調査している。本年度は調査地点を大同工大周辺に絞り込み、汚染地点、汚染元素の相関、抽出法の比較および環境基準との比較を通じて、より詳細な汚染評価を実施した。
[image: image2.wmf]表2 要監視項目を超えた元素
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２. 採取場所の選定、採取方法

　過去の調査結果を参考にし、大同工大周辺の16地点を採取場所に選定した。採取場所を表１に示す。採取方法は、各地点の土壌を表層から0～１cm,2～5cm,10～20cmの深さで、砂場、草のある地点は表層から0～5cmの深さの土を5地点混合採取法で採取した。
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３．分析方法

(a)0.1Ｎ塩酸抽出法:抽出液が弱塩酸の為、主として土壌の表面に弱く付着している重金属を抽出することができる。人為的汚染を検出するのに有効とされている。(b)1Ｎ塩酸抽出法：2002年5月に公布された土壌汚染対策法において定義された要措置レベルの公定抽出法、(c)精製水抽出法：環境基準の公定抽出法。汚染している土壌に雨水が浸み込み、地下水となって流れ出し、飲み水として人が摂取することを考慮して、環境基準が定められている。(d)中性子放射化分析法：土壌に中性子を照射して元素を放射化し、放出されるγ線を測定する。土壌が含有する元素の全量分析ができる。(a)～(c)の抽出法では、抽出液中の重金属濃度をICP質量分析器(YOKOGAWA,HP-4500)で定量した。測定元素はCr, Mn, Ni, Cu, Zn, As, Se, Mo, Cd, Sb, Pbの11元素である。

（このファイルのフォーマット＝字体，大きさなど＝に従ってください．詳細な説明は3ページ目にあります．）

（次のページにつづく）

（前のページからつづく）

４． 結果と考察　

(a)結果（実験別）： Cr,Mn,Ni,Cu,Mo,As,Sb,Pbの8元素は、0.1Ｎ塩酸抽出法の元素溶出量よりも酸性度の強い1N塩酸抽出法の元素溶出量のほうが高濃度で検出された。Zn,Se,Cdはその逆の結果が得られた。As,Sb,Pbは0.1N塩酸抽出法の元素溶出量に比べて1N塩酸抽出法の元素溶出量のほうが、それぞれ約90倍、約100倍、約7000倍の溶出量を検出した。土壌について、0.1Ｎ塩酸抽出法によるPb溶出濃度のマップを図1に示す。円の直径の大きさが溶出濃度の高さに比例する。(b)考察：(1)基準との比較：全ての地点で土壌環境基準を下回った。過去の研究結果と同様に白水公園では各元素とも高い濃度を示したが、土壌環境基準を上回る元素はなかった。Pbも最大(⑧の2～5cm)で0.00386mg/lと環境基準の約1/3しか溶出されなかった。⑬の地点(国道23号竜宮インター)は、交通量が非常に多く粉じん濃度が高いため、重金属による汚染も深刻ではないかと予想していたが、土壌環境基準を上回る元素はなかった。

５. おわりに　

今年度の結果から、Niと多くの重金属との相関関係が強いことがわかった。それらの視点から排出源を調査するとともに、健康リスク評価や汚染対策についても検討する必要がある。国道23号沿いや白水公園の土壌汚染についてもさらなる調査が必要である。
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図1　大同工大周辺の表層土壌汚染マップ(Pb)
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